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牛肉 

◆飼養動向 

 肉用種の飼養頭数、３年連続で増加 

 肉用牛の飼養戸数は、生産者の高齢化などによる離農

の進行により、小規模層を中心に減少傾向が続いており、

平成３１年は、４万６３００戸（前年比４.１％減）と

なった。 

 総飼養頭数は、２９年、３０年と２年連続で増加した

ものの、３１年は２５０万３０００頭（同０.４％減）

と前年度をわずかに下回った。品種別に見ると、肉用種

は、２２年に発生した口蹄疫の影響などにより減少して

いたが、子取り用雌牛（繁殖雌牛）頭数が２８年度以降

増加に転じたことなどから、３１年は１７３万４０００

頭（同１.９％増）と３年連続の増加となった。乳用種

は、乳用牛の減少に加え、乳用牛への受精卵移植技術の

活用などによる和子牛の生産拡大や、性判別精液の活用

などによる乳用後継牛を確保する動きにより、乳牛去勢

の減少が続いていることから、３１年は２７万４４００

頭（同７.０％減）となった。交雑種は、肉用子牛価格

高騰を受けた酪農家での乳用牛への黒毛和種交配率の

上昇により、２８年、２９年と２年連続で増加したもの

の、３０年以降、乳用牛の減少に加え、乳用牛への受精

卵移植技術の活用などによる和子牛の生産拡大や、乳用

後継牛を確保する動きがあることから、３１年は４９万

４２００頭（同４.６％減）と２年連続の減少となった。 

 この結果、１戸当たりの飼養頭数は、５４.１頭（同

４.０％増）と前年度からやや増加した（図１）。 

図１ 肉用牛の飼養戸数および飼養頭数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
 注：各年２月１日現在。なお、31 年は概数値。 

◆生 産 

 ３０年度の生産量、前年度比１.０％増

 高齢化に伴う離農の進行や、平成２２年に発生した口

蹄疫、２３年８月の大規模生産者の経営破たんなどによ

り繁殖基盤が縮小し、平成２２～２８年度の牛肉生産量

はおおむね減少傾向で推移していた。２９年度は、乳用

種が前年度を下回ったものの、繁殖基盤が拡大に転じた

和牛や交雑種が前年度を上回ったことから、全体では５

年ぶりに増加した。３０年度は、全品種で同様の傾向が

続き、乳用種は９万９１１トン（前年度比３.２％減）

と前年度をやや下回った一方、和牛、交雑種はそれぞれ

１４万９１８３トン（同２.８％増）、８万８７２５トン

（同２.２％増）と前年度をわずかに上回り、全体では

３３万２８５１トン（同１.０％増）となった（図２）。 

図２ 牛肉の生産量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注：部分肉ベース。 
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◆輸入 

 ３０年度の輸入量、３年連続で増加

 近年の牛肉輸入量は、外食需要などの好調な需要を背

景に、おおむね増加傾向で推移している。 

 平成３０年度は、近年の国内の好景気などを背景に、

焼肉やハンバーガーなどの外食産業などを中心に牛肉の

需要が拡大していることから、６１万９６８６トン（前

年度比８.４％増）と３年連続の増加となった（図３）。 

図３ 牛肉の冷蔵品・冷凍品別輸入量および輸入価格 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：財務省「貿易統計」 
注１：冷凍品にはくず肉などを含む。 
注２：部分肉ベース。 

３０年度の国別輸入量を見ると、豪州産は、現地の干

ばつの影響などにより（飼養頭数減少のための雌牛と畜

頭数の増加による）生産量の増加などから、３１万６４

トン（同４.１％増）とやや増加した。 

米国産は、好調な需要を背景に、２５万４３２４トン

（同１０.３％増）と前年度からかなりの程度増加した

（図４）。 

図４ 牛肉の国別輸入量 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：財務省「貿易統計」 
 注：部分肉ベース。 

◆消費 

 ３０年度の推定出回り量は前年度比２.９％増、家計消費は同２.１％増

推定出回り量 

牛肉の推定出回り量は、近年、焼肉などの肉ブーム

を背景に、好調に推移している。 

平成３０年度は、引き続き好調な需要を背景に、国

産品は３２万９８１５トン（前年度比０.６％増）と

わずかに、輸入品は６０万５５０トン（同４.３％

増）とやや、いずれも前年度を上回った。この結果、

全体では９３万３６５トン（同２.９％増）と３年連

続で増加した（図５）。 

なお、合計に占める国産品の割合は３５.５％（同

０.８ポイント減）と４年連続で前年度を下回った。 

 

 

 
図５ 牛肉の推定出回り量 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農林水産省「食肉流通統計」、財務省「貿易統計」、推定期末在庫より

農畜産業振興機構で推計 
 注：部分肉ベース。 
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家計消費 

 牛肉消費の約３割を占める家計消費は、平成２２年度

以降、景気低迷による低価格志向の高まり等による牛肉

需要の減退などを背景に、減少傾向で推移してきた。 

２８年度以降の家計消費量は、好調な牛肉需要を背景

に回復傾向となっており、３０年度は年間１人当たり 

２.３キログラム（前年度比２.１％増）と３年連続で増

加した（図６）。 

 

図６ 牛肉の家計消費量（年間１人当たり） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
資料：総務省「家計調査報告」 

◆在庫 

 ３０年度の推定期末在庫量、前年度比１８.８増

 牛肉の推定期末在庫量は、平成２９年度までは、輸入

量が増加したものの、輸入品の出回り量が好調であった

ことなどから、４年連続で減少となった。 

３０年度は、前年度末の在庫が少なかったことなどか

ら、全体では、１１万５９４０トン（前年度比１８.８

％増）と前年度を大幅に上回った。このうち、輸入品は

１０万７２０６トン（同２１.７％増）、国産品は 

８７３４トン（同８.０％減）となった（図７）。 

 

 

 

図７ 牛肉の推定期末在庫量 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
 ２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

◆枝肉卸売価格 

 ３０年度の牛枝肉相場、前年度を上回って推移

省令規格 

牛枝肉卸売価格（東京・省令規格）は、生産量の減少

や底堅い需要などを背景に、近年、堅調に推移している。 

平成３０年度（４～１２月）は、生産量の減少を受け

た過去最高水準となる２７～２８年度の相場を下回った

ものの、引き続き高値で推移しており、１キログラム当

たり１５１１円（前年度比１１.２％高）と前年同期を

かなり大きく上回った（図８）。 

 なお、指定食肉等の価格安定制度は、ＴＰＰ１１の

発効に伴い、３０年１２月２９日をもって終了した。 

図８ 牛枝肉の卸売価格（東京・省令規格） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注１：省令規格の卸売価格は、去勢牛Ｂ２とＢ３の加重平均。 
２：消費税を含む。 
３：指定食肉等の価格安定制度は、ＴＰＰ１１の発効に伴い、平成３０年１２月２９日 

をもって終了した。 
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 和牛 

 和牛（東京・去勢Ａ５、Ａ３）の枝肉卸売価格は、近

年、和牛の出荷頭数の減少に加え、インバウンド需要や

輸出需要を含む好調な牛肉需要などにより、記録的な高

値で推移していた。 

平成３０年度は、和牛の出荷頭数が２年連続で増加し

たものの、高値を維持しており、Ａ５が１キログラム当

たり２８１８円（前年度比０.７％高）、Ａ３が同 

２２６１円（同５.４％高）といずれも前年度を上回っ

た（図９）。 

 

乳用種 

 乳用種（東京・去勢Ｂ２）の枝肉卸売価格は、近年、

乳用種の出荷頭数の減少や底堅い需要などを背景に、高

値で推移している。 

 平成３０年度は、出荷頭数の減少が続いていることか

ら、１キログラム当たり１０４６円（前年度比４.６％

高）と前年度をやや上回った。 

 

交雑種 

 交雑種（東京・去勢Ｂ３）の枝肉卸売価格は、近年、

和牛の相場高を背景に、比較的手頃な価格帯で適度な脂

肪交雑の入った交雑種への一部需要シフトなどにより、

高値で推移している。 

平成３０年度は、引き続き同様の傾向が続いているこ

となどから、１キログラム当たり１５７６円（前年度比

８.４％高）と前年度をかなりの程度上回った。 

 

 

図９ 牛肉の卸売価格（東京・種別） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 
 注：消費税を含む。注 

◆小売価格 

３０年度の小売価格、和牛のばらは1キログラム当たり７７８円

 牛肉の小売価格は、品種や部位によって動きは異な

るものの、おおむね横ばいで推移している。なお、国

産品については、近年の枝肉の相場高を背景に、比較

的高値が続いている。 

平成３０年度の小売価格（ばら）を見ると、和牛は

１キログラム当たり７７８円（前年度比０.５％高）、

国産牛（交雑種）は同５９６円（同０.７％安）、国産

牛（乳用種等）は同４２２円（同４.１％安）、米国産

は同２８４円（同１１.４％高）、豪州産は同２６２円

（同６.９％高）となった（図１０）。 

図１０ 牛肉の小売価格（ばら） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。 
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◆肉用子牛 

３０年度の肉用子牛価格、黒毛和種は前年度並み 

黒毛和種 

 家畜市場における黒毛和種の子牛取引頭数は、生産基

盤強化対策等により、減少傾向であった繁殖雌牛が２８

年度に増加に転じたことから、取引頭数は回復傾向で推

移しており、３０年度は３１万７０８頭（前年度比 

０.２％減）と前年度並みとなった。 

また、子牛取引価格は、繁殖基盤の縮小に伴う出生頭数

の減少、枝肉の相場高などにより、平成２２年度以降上

昇が続き、近年は２８年度をピークに低下しているもの

の、引き続き高値で推移している。 

３０年度は、１頭当たり７６万６０００円（同０.３

％安）と前年度並みとなった（図１１）。 

 

ホルスタイン種 

 ホルスタイン種の子牛取引価格は、近年の枝肉の相場

高などを背景に、平成２３年度以降、２８年度を除き、

前年度を上回っており、高値が続いている。 

３０年度も同様の傾向が続き、同２４万２０００円（前

年度比３.５％高）と前年度をやや上回った。 

 

交雑種 

 交雑種の子牛取引価格は、近年の枝肉の相場高などを

背景に、平成２５年度以降、２９年度を除き、前年度を

上回っており、他品種同様、高値が続いている。 

３０年度も同様の傾向が続き、同４３万円（前年度比

１０.１％高）と前年度をかなりの程度上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ 肉用子牛の市場取引価格と黒毛和種取引頭数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。 
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